
聖書英語と同族目的語
―to die a/the (specified) deathの場合―

橋本功

1『

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一、演p訳聖書の同族目的語（die）α！訪6（speci飴d）4εα疏は辞書（例えば，0．　E二D．（s．　v．

6彪v1。，2c））や，　i英語の史的研究者（例えば，．V…sser　1970：415））等により，典型的な

英語の同族目的語として引用きれ，そして，英語の同族員的語の一般的機能分析の資料とし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

L　ても用いられている。しかし，聖書の英語はべブライ語またはギリシャ語をsource　language

としているので1聖書の英語を英語という言語の分析資料として吊いた場合には危険を伴う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：ことがある。本稿では，英訳聖書の同族目的語のうち資料を（4fθ）4坊θ（speclfied）4θα翫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鬼

　　　耳、‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・L

本稿ではOE期から今日に至るまでの間に出た英訳聖書のうち下記の聖書を調査した。

A｝丁加α4E解9’fεゐ距緬oπoノ魏θ飾ρ舌6彪鰐砂（abもL，0．　E．　H．）　　　　昌

　　　　　　　　　　　ゴa｝コ「舵L加4fs知耀8　Gb⑫8’s2）一

C｝Wycli缶te　Bible（abb鵡，　Wycli霞e）

1レfS．β04」8ツ959｛σ872θε’3一β砂’～‘‘海）3）　　　　　’・，　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」�浮bんア観0伽r‘た145｛βσアπc苑3．20－1動4ρノ011）4）

D）Tyndale，s　BlbIe（abbL，　Tyndale】

コ「1まθ　P召箆f配まε記‘1診｛1530）5）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

丁舵ハ陶躍丁65’腐耀θη云（1526）6）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

E）　0ω8／4α’θ’3Bfう1召ア芝（abbL，　Coverdale）　　　　　　　　　　・

F）　711琶召08πω症8訪」68｝（abb筑，．Geneva＞

G）丁舵」4㍑‘加漉θ47粥わπθゲ∫ゐ88fう‘89）（abbL，　A，　V㌔），・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岬

】日〔）　丁加ハ陀”E”gE3、臨β’ゐ1召10＞（abb臨，　N．　E．　B、）　　　　　　　　　　　・　　　・　　　、

これらの聖書で用いられている同族目的語（d勧β／’加（speci飴d｝46α魏は∫次の3種類

のタイプに分類することができる。　　　　　　　　　　　　．

工　限定詞も形容詞（句）の修飾語（句）も伴わない同族目的語。

e．9，話usce｛虹t　48認8　sw61tanrrrO．　E・H．，、6επ．　ii‘乳

皿　定冠詞だけが付加された同族目的語。・

e．9．，thouεhalt　dye≠ゐε48焼，一一一Tyndale，　G8π」xx．7．

噛
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皿　形容詞（句）の修飾語（句）を伴った同族目的語。

e・9鱒　these　men嘩eα㌍8∫z6搬｛48α’ん一N・E・B・ム肋，1・xvi・29

A－Hの各聖書に爵けるζれらめ同族目的語ゐ使用数は下表に示されている。

Versi・n・IA　B　C　D　E　F　G　H
口9

1 10　　　0　　　1　　　0　　　0　　　0’　　O　　　O
堅

五 0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　1　　　　　44　　　　　38　　　　　　2　　　　　　0

←
皿 0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　4　　　　　　5　　　　　　6　　　　　　6　　　　　　3

これらの同族目的語のうち，1一皿のタイプの同族目的語と原典の言語との関係について

は，すでに，Hashimoto（1985）によって明らかにされている。すなわち，工のタイプの同

残目的講鵬、ヘブライ語の定動詞を強調するための不定詞に湖り，このヘブライ語不定詞が
　　　　　　F　　」宴eン語訳で名詞の奪格形に変形され五後に，o瓦MEに入ってきた一種のヘブライズム
である。ぞのたあに言語の経済性の法則に反した1‘in即e　oblect”ユDがOE，　MEに現1れる」　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　　　　　1

鮎1≒加だのであ為・1尚，このタイブ畳まME．燃多くの輪前翻句（di・n！by！

porμ！wip　deゴとなっている。．ま尭，1のタイプの同族目的語峨上述のヘブライ語不定詞

拶テソ謙から，さら鶴中世ドイツ語セこ訳ざれる際に淀冠詞が付加された属格目的語

に変形し泥が，それを英語に訳した表現である。’

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　’]って，次章では残る皿のタイプの同族目的語と原典の言語との関係を明らかにする。

@　　　　　　　　　　　剛

皿

先一菰A－Hの英訳旧約聖書に用いられて恥る皿のタイブの争同族目的語と野それに対応

する他の聖書の表現とを一緒にして，時代順に記述することにする。

（1）ハ砒励8r3　xvi．29．　　　　　　　　　　　　　　い　　　一
Hebrew12）：，im占た3η掌δf々oJ一乃虜，々4伽1　yem丘面パ611eh』

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

@　　　寺　　　　　　　　　　　　　　　　r　　　　　　　　r轤撃?k’fゐθ一伽訪一〇勲」ム∫舵一鋼飢die　th蕊e呪

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・uulgate13）：si‘o箆s駕θ‘¢1Zoη吻麗餌7πoアf召int¢rierint

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　．O．E．　H：（Wanting　in　the　text）

Wycli宜e：5if　po屍プ3”sン44θ8ρo∫耀ガpei　dy5ピ’

Tyndale：　Yf　these　men　dye疏θごo溺溜oκ46’ん’oノ’ロ”鋭θ彫

Coverdale：Yf　these　men　dye訪β‘o脚允dεα醒oノ£’‘伽π，

Geneva：　　If匙hese　m邑’dyeオ距ε‘δ甥記πθ｛」印焼oノα’∬伽朗，

A．V．；　　If　these　men　die胡8‘o瓶η∂π4θ6訪．o∫απ甥8πジ

．　N．E；B．：’If　these・men』dieゴπα∫駕勉14召α訪and　share　theI　comπ10n　fate　of　man，

the　visitation　of　all　men，　　　　　　　　　　　　　　，－　　　1

（2）　」物η1ε昭73xxi三i．10。　F　　　　　　　　　　　　、

Hebrew：　t寧m｛沙n細a蓉i鋭ロ塵ッ身誠7加「w唾ehi・，垣ha甦i　k査m6h丘

‘May－she（＝life門of一皿e｝－die　life〒of－me漉認乃一〇∫

σπ一妙ア」9乃f←卿配π」and一主nay」βhe・（篇end－ofrme）－be　ehd－of－me　hke【him’

ウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
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Vu玉gate：　moriatur　anima　mea，ηoア’εfr‘3for誕，πet行ant　novis6ima　mea　horum

sim至lia

0．E．　H．：（Wanting　in　the　text）

Wycli葺e：dye呂e　my　souleρo㍑プ3♪8づゆのFア」5雌sη瀦1＆been　made　my　laste

1yke。f　pese／

Tyndale：　Ipraye　God　that　my　soule，　maye　4y6∫ゐ8　dF召召’ゐ

qr漉εアf8配θoε‘sl　ad　that　my　Iast　ende　maye　be　like　his．

C。v・・d。1・・My，。。1。　di。多4、。’厨多，f幽，μ、，　and　my　end，焼1謡the　end・

of　these．

Geneva：　工et　me　dye∫1昭4θα疏のF魏εガ8ゐ‘θoε‘ε，　and　Iet　my　last　end　be　like

his．　　　噛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

A．V．：　　1et　mee　dle漉θdlθ疏疏o∫魏8アfg玩60㍑s，＆let　my　last　end　be　I1ke　his．

N．E．B．：　Let　me　dieα5溜π4f8励o⑳箸ア∫8カf80～‘s，　grant　that　my　end　may

be　as　theirs　l

（3）　ル7備fσんxv童．4．・「’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

Hebrew：　脚甥δ飽’ψ差〃釜，πy百mut直．．．
噛　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」　．

’　　　　　　　「4θα≠んSro∫4fs61σ5θs　they」－sha11－die．．．

and－by－the－sword　and－by－－the回famine　they・唱hall－perish’

Vulgate：　翅o漉加3昭92η加’fo捌，κmorlentur．．．　et　g】ad1o　et　fame　consumentur

Wycli仔e：z〃肋面舵5げ3’顕ηンπ8∫5　pei　shul　dien／．．．＆with　swerd＆hunger

pei　shul　ben　wastidノ

Coverdale：Thei　shal　dyeαπ加rア’わ∬8．4θ8‘ゐ，＿They　shal　perish　thorow　the

swearde　and　honger，

Geneva：　Thei　shal　dye　o∫飽ロ訪∫＆4fs即sθ3；．．．　and　thei　shalbe　consumed
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、D　　　by　the　sword，　and　famine，

A．V．：　　They　shal　dieげ8アξ召麗⑰記s　4忽跳s，．．．　and　they　shalbe　consumed　by　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

the　sword，　and　by　famine，　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

N．E．　B．：When　men　die，　s伽‘た40即”δン伽4砂麗」‘備，．．．　When　men　perish

by　sword　or　fa如ne，

（4）　Ezekiel　xxviil．8．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
gebrew：　wamatah卿∂翅δ館廊刎ba1邑b　yamm宝m

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噌

‘and－yourshaIlrd　ie　dlθσ疏5－o∫f々6一ε～々fπin－the－hear亡一〇f　seas’

Vulgate：　morieris　f擢6ア鋤‘o‘oど30趨η：in　corde　marls

Wycli母e：pou　shalt　die勉ρθ卸s伽9げ3勿π勘2・in　pe　herte　of　pe　se．

Coverdale：t血ou　6halt　dye　in　theエniddest　of　tぬe　see，αs漉旦y訪σ’δθs地♪切ε．

Geneva：　thQu　shalt　dye’ハ召庇α訪げ伽窺，疏α‘αア8　s伽”θin　the　middes　of

the　sea．

－　A．V．．：　　thou　shalt　die‘舵．48虜訪5げま’昭摺，餓副α，昭s1召fπθin　the　middest　o壬
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一　I　　　　　　　　　the　seas．

N．E．］巳：　〔sendlng　down　to　the　pit）to　dieσ4召σ地o／4ゴs8m‘60n　the　high　seas．

（5）　五！28ゐ∫召∫xxviii．10．

Hebrew二　摺δ’6｛δア醗端tam｛it　bayad　zar宣m
一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一

‘4召躍歩1らs－oノ≠乃2一μ”cξプα‘η2ds召4　you－shall－die　by－hand－of　strangers7

Vulgate：　翅oア’θ加ofプα‘脚d50ア躍阻morieris　in　manu　alieno則m

Wycliffe：fπ幽ρoゲ徽耽記翻4f4挽佛pou　shalt　die　ln　pe　hond　of　alienis：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　eboverdale：Dye　shalt　thou，　euenロs漉ε伽dκ銘綱ds召4　inlthe　hqdes　of　y　enemies：

Geneva：　Tholl　shalt　dye訪θ4ω‘1診oノ疏θ耀‘fκ吻：c∫524　by　the　hands　of

strangers：　　　　　　　　　　　　　1

A．V．：　　Thou　shalt　die訪θ4θ厩1診s　oプ訪θ槻‘fκ麗規cゴs召4，　by　the　hand　of

I　　　stragers：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

各英訳旧約聖雷に用いられている皿のタイプの同族目的語を，他の聖書の表現と比較対照

させた結果，英訳旧約聖書の形容詞（句）の修飾語（句）を伴った同族目的語death冒は，

ヘブライ語の同族目的語（ハ肋拠．xxiii．10，一ル若xvi．4，　E2θ々．　xxviiiL　8，　E忽々．

xxviil．10）か，ヘブライ語の前置句，（IM纏．　xvi．29）のいずれかに対応していることが

明らかになった。ここでは先ず，問題となるのは，ヘブライ語の同族目的語と前置詞句が英

訳聖書ではなぜ同』め表現形式，▼ ｷなわち，同族目的語になったかである。この問題を解決

するためには，上述のヘブライ語前置詞と同族目的語との意味的関係を明らかにしておく必

要がある。　　　　’　　　　　　　・1　　　　　　－

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
・一@　玉v

」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

@英訳聖書で同族目的語として表現されているヘブライ語の前置詞句ほ（1）である。この前置

詞句は，「様i態」を衷わす前置詞kθ一（＝like）に導かれ，全体としては‘like　the　death　of

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，≠P呈men’という意味を表わしている。次に（2）に引用されているヘブライ語の2つの文を見る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．ﾆ，これらの文は，⑥に図式化して示されているように併行体1

る。

⑥　［1］（A）　tam6t　napo忌i　　　　　　　（B）　maδt　ye甑五m　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

May－she－die　　　　　　　　．‘death－of　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　h@　　、　1ife－of－me’－　　　　　　　　　an－upr董gllt－man’、　　　　　　　　曜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

　　　　．land－may論she－be　　　　　I　‘1ike－biIη’　　　　　　　　　　　，　h　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌧．　　　end畠of－me，　　　　　　　　　　（him＝a取一upri帥tr叩an）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

併行体は，ヘブライ語で母も頻用されている修辞法の一つである。併行体セこは様女な型があ

るが，⑥の場合には，同一の内容が，語彙は異なるが類似の構造から成る二租類の文で繰返
：1

ｵ述べられでいる。すなわち，⑥の［工］と［］工］の文において脅ま，（A）と（A’），（B）と．（B’）と
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が機能的にも意味的にも対応関係にある。このことから，ヘプラィ語の同族目的語肛一（B）］

と［1工一（B’）］の基本的意味は同一であるということが明らかになるのである。従って，

（6B）の同族目的語“ma6t　ya甑dm”（‘death－of　an－uprigh卜man，）の基本的意味は，‘1ike

an　upright　man’ということになろう。

この‘like＋NP’の表現方法についてであるが，ヘブライ語では，　NPが単独でも，正確

に言えば，対格名詞だけで，ご1ike十NPの副詞的意味を表わすことができる14）。⑦一⑧はぞ

の例である。

（7）　　　　wayyiqgra”αr3ッeh‘he－cr五ed”oガー－Hebrew，　Jsσ．　xxi．8．

Cf．　et　clamavit　J召o－Vulgate．

（8）　　　カ3，げ‘輝bammidob巨r　y盃zo，　w直一Hebrew，ノbう，　xxiv．5．

・”∫罎＿σ35召εin＿the組esert　they」go－out，

Cf。　alii　q颯s‘oκαgノ’in　deserto　egrediuntur－Vulgate．

（7）の“’arey6h”（‘1ion，）と（8）の“pera，im”（‘asses，）は，それぞれ，‘1ike　a　lion’，‘like　asses，

という副詞的意味を表わしている。従って，（6B）（＝（2））の“1naδt　yo蓉ar宝m”（‘deathr⊃f　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

an－uprightrmaゴ）は，　ye甑r宝mぐuprigh卜man，）だけで，｛hke　an　upright　1han’とし・う副

詞的意味を表わすことがでぎるのである。，では，なぜ（2）の“ygsarim”（‘an－upr三ght－man’）

が，述部動詞と同族の名詞“maδt”（ldga亡h－of’）に導かれているのであろうか。このことに　　　　　　　　　　　　　　一

ついてはヨ～autzsch（1980：367）は，同族名詞は，同族動詞の概念を強調し，また，それが
導く名詞を動詞と結びつける機能を持つと指摘している。　　　　一

以上の分析結果から，②のヘブライ語同族目的語は，（1）の前置詞句と同じ機能を持ってい

ることが明’らかになった15）。従って，これらが同一表現で訳されても不思議ではないのであ

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

v

次に，②一⑤のヘブライ語同族目的語について分析する。（2）r⑤の同族目的語のうち，㈲

の1例を除く他の同族目的語は「人」を表わすNPを従えており，1そして，・・（1＞の前置詞句と

同じく，‘lihe十・NP’という基本的意味を表わしている。「・方，“t的alu’至血”（‘diseases’）を
従えている③の同族目的語は，それに対応している“趣aりere亘Wl蝉ra書曜ジから判断して，　　　　　　　　　　　　　u　　　　　七

原因を衷わしていることが明らかであ為。

　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

@　　　　　　　　　　　　　　　VIφ　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　晦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
i1）一⑤のヘブライ語の前置詞句や同族目的語の機能は，ラテン語では奪格形によって表わ

すことが可能であるので，Vulgateでは｛1）一⑤のヘブライ語前置詞句と同族目的語は，同

一蓑現すなわち動詞と同族名詞の奪格形morteによって訳されている。その結果，　ME期

にVulgateから重訳されたWyc1櫛te恥1eでは，｛1）一（5）のヘブライ語前澱詞句と同族目

的語は，互いに類似した前置詞句（di■）ウ’／’〃♪o㍑／副戸speci丘edど8カとして現れること

になったのである。
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一方，原典からの直接訳が始まったeM〔｝dE期及びそれ以降の時代の英訳聖書では，「原

因」を表わしている③のヘブライ語同族目的語を除く他のヘブライ語表現は，少なくとも，

族目的語が英語の同族目的語には馴まないことは，Coverdale’s　B1bleで，このヘブライ語

同族目的語が「様態」を表わす同族目的語に変形されて訳されていることからも窺えよう。

’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　、旺

英訳新約聖窪の修飾語（句）を伴った同族目的語は，⑨に示されている与格形のギリシャ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　暫一齠ｯ族目的語に由来している。

　　　　　　　　　　　　　　　，
i9）　πo如0躍り凌τ｛p矛μ‘λλ∈pδπ⑰θりσ躍‘‘り．－1b海πxii．33　and　xvi圭i．32．

この「様態」を表わすギリシャ語同族目的語も，Vulgateでは，ヘブライ語同族目的語に対

するのと同様に，同族名詞の奪格形によって訳されている。⑩に示されているように，この

ラテソ語の同族名詞の奪i格形は，Vulgateのラテソ語から忠実に訳されている1indisfarne

GospelsやWydi缶te　Bibleでは前置詞句によって訳されているが，自由訳であるWest一

隔Saxon　Gospelsでは（与格形の）同族目的語によって訳されている。

　　　　　　　　　　　　　　　　’早i⇒　（a）　α記配刎oκ6esset　moriturus－一一一Vulgate，　ノbん雑，　xii．　33．

lb）o／1伽観‘麗加ぬ皿δ8　uere　sue王tende－The　Lindisfarne　Gospels，ノb加，　xii．33．

（c）乃”ン’‘部魏4召ε♂6he　wolde　sweltan．－The　West－Saxon　Gospels16），ノb1勿xii．

33．

また，Tyndale訳及びそれ以降の英訳聖雷においてもこのギリシャ語同族目的語｝馬同族

目的語として訳されている。

孤

以上の調査とHashimoto（1985）における調査によって，英訳聖書の同族目的語（4fの

8／’舵（speci飴d）鹿σ漉の起源はすぺて調査されたことになる。その結果，英訳聖書にお

ける同族目的語dヒathに関しては，工一丑のタイプと皿のタイプとは全く異なる機能を持

つヘブライ語表現に起源していることが明らかになった。従って，Inui（1949）やVisser

（1970：415）におけるように，英訳聖書における同族目的語及びその前置詞句表現（sweltan）

dea石e，（dien）by／20ru／wip　dep，（dle）of　grieuous　deaths等を時代順に比較し，同族

目的語の発生上の格や意味を分析しようとするならば，ヘブライ語的要素によって，考察が

歪められる可能性が出てくるであろう。
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